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エディンバラの王立高校とダンディー大学で学び、口腔外科の大学院学位を取得。2016 年までエディンバラ

で自身の歯科医院を経営。英国小児歯科学協会のスコットランド東部支部会⾧を務めたほか、さまざまな教育

的役職を歴任。また、⾧老会のリーダー、クイーンズフェリー教区会衆派教会理事会の会⾧、スコットランド

国教会総会のコミッショナーも務めた。 

1984 年、26 歳でロータリーに入会。South Queensferry（サウス・クイーンズフェリー）ロータリークラブ

に所属し、グレートブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー（RIBI）の会⾧と副会⾧、RI の理事と委員

会メンバー（2022 年ヒューストン国際大会委員会アドバイザー、運営審査委員⾧など）を務めた。 

新しいロータリークラブやグループを築くために会員と協力できるのを楽しみにしており、「私のビジョン

は、ロータリーの仲間になりたいと思うすべての人、世界でよいことをしたいと願うすべての人が、それぞれ

に合った方法でどこででも参加できるロータリーとなること」と話す。 

英国を拠点とする非営利団体「ホープ・アンド・ホーム・フォー・チルドレン」の後援者であり、同団体と

RIBI とのパートナーシップを先導して、ルワンダ大虐殺によって孤児となった子どもたちを支援。開発途上国

の人びとや家族、ビジネスに持続可能な人道支援を提供する Grantham Kesteven ロータリークラブ（英国リ

ンカンシャー）のイニシアチブ「Trade-Aid」も後援しているほか、国立の精神保健機関である Bipolar UK の

アンバサダーを務めている。 

趣味はラグビー、グルメとワイン、スコットランドの伝統的な杖づくり。 

ロータリー財団は「ロータリーの奉仕を動かす燃料」であるとし、妻ヘザーさん（ロータリアン）とともにポ

ール・ハリス・フェロー、メジャードナー、ロータリー財団のベネファクター、遺贈友の会会員となってい

る。孫娘たち（アイビーさん、フロレンスさん）が幸せに暮らせるより良い世界をつくるために、会⾧として

全力を捧げたいと考えている。 


